
① 演題 遺言は大切な人への「人生最後の贈り物」 

 ～想いが伝わる遺言公正証書のすすめ～ 

② 講師 佐賀公証役場 公証人  木村幹人さん 

③ 講演内容と講演風景 

 いきいき大学受講生の平均年齢は７５歳。日ごろから家族、地域のために頑

張り、自分自身の学びや趣味の場へも出かけています。「遺言なんてまだ必要

ない。」と思いがちかもしれません。講演では「公証役場」や「公証人」の役

割、「公正証書」の価値について説明がありました。相続とは大切な人に自分

の「想い」と「資産」を継承させることであることを知り、遺言への関心が高

まったようです。視聴した DVD も分かりやすく、資料も具体例を挙げて書かれ

ていたので目を通すだけでも勉強になりました。 

④ 受講後の感想（一部） 

〇元気なうちに公証役場の相談に行きたい。ぜひ行かねばと思います。 

〇よく聞いてきたけどそこまではと思っていました。今日ここで聞いてみて大

切な人に残せる最後の贈り物とわかりとても良かったです。 

〇遺言の大切さが分かりましたが、その前に生前に相続人、相続させる財産の

有無などを「終活」で整理しておく手順も聞いてみたいです。 

〇具体的で説明も分かりやすかった。 

〇「元気なうちに遺言を」と本当に実感しました。さっそく家族で話し合いを

したいと思いました。 

〇より身近に考え、実行しなくてはいけない年齢となり、頭が元気なうちに相

談に行きたいと思っています。「付言」素敵な言葉を教えてくださいました。 

〇年を重ねていろんな間柄で相続の問題が出てきています。お話は参考になり

ました。ご相談できればと思います。 

〇今夫が遺言相続のために頭をひねっています。今日は大変勉強になりまし

た。 


